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握する。特に事例研究 1 (第 4章〉から得られた、複写機の操作に











































































性質を持っていることを述べたのは、 H.A.サイモン 1 である。
サイモンは人為的な物の機能を規定する 3つの項について次のよう
に述べている。第 1が人工物の目的( the purpose or goal )、第
2が人工物の特性(thecharacter of the artifact )、第 3がそれ































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「使用のパターン thepattern of use J として、デザインの問
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系 socio ecological system への影響として、生産 production と













flG. 2.1 Production Consumption Cycle. 
生産と消費の循環(門..A.simow1962) 6 図1-
購買行動や使用者の流通や販売の計画あるいは企画の分野では、
それらの分野には市場による計画立案を行っている。百三宮)Q!l.;]:' ~ i 3 山、.;_.，_ ，.. .; ，，"-、J

















































































































































主1 Herbert A.Simon "THE SCIENCES OF THE ARTIFICIAL" The門IT
Press 1969， The environment as mold ;p6. 





本2 Siegfried Giedion "門ECHANIZATIONTAKES CO門 AND" Oxford 
University 1948 







宇3 Nikolaus Pevesner "PIONEERS OF門ODERNDESIGN"門useumof 
ト10dermArt 1949 
N ..ベブスナー著 白石博三訳 「モダン φ デザインの展開」
みすず書房 1957
料 今道友信 「現代の思想J 放送大学教育振興会 1985
*5 今道友信 「高度情報化社会とデザイン」 雑誌「インダスト
リアル@デザイン no.133J 社団法人日本インダストリアル
デザイナー協会 (JIDA) 1986、pp.36-41 (但し雑誌文中の「
連環J が誤植であることは著者からの指摘により修正〉
-29-




ま7 Knut Yran ICSID'73 京都国際デザイン会議議事録 JI DA 1973 
将 原田昭 「デザインと企業分科会から How to Designから
~lha t to Des i gnヘJ 雑誌「工芸ニュース vol.41 no.3. 4 J 
丸善 1974，p31-p32 
ま9 J. C. ジョーンズ 「デザイン方法論セミナーJ 雑誌「工
芸ニュース voJ.38，2 J 丸善 1970
字10J.Christopher Jones "DESIGN門ETHODS-SEEDSOF HU門ANFUTU町
RES" John Wiley & Sons 1970 J.C.Jones 
J. C. ジョーンズ著 池辺陽訳「デザインの手法J丸善1983
ま11 Hartmut Essl inger "DESIGN IN THE TRIAD "ICSID'85 ¥vashing 
ton講演 1985 (" DESIN TRIAD"より〉
き12門orrisAsimow "!NTRODUCTION to DESIGN" Prentice-Hal 1， 
1 NC.1962， p9 
れ3飽戸弘 「経済心理学 J 朝倉書庖1982
宇14 H ・ þ~ 。サイモン 前掲書原著pp.84
日。 A. サイモンは complexityを近似的な分解可能性と階層
的システム neardecomposabi 1 ity， hieralchical systemとし
て定義している。 r複合性Jはこの概念に従っている。
本15Norbert Wiener "THE HU門ANUSE OF HU門ANBEINGS"1950，1954， 
Avon Books 1967 









第 2章 研究の視点と目的 第 2章 1節



















































































































































































要素間の関係としての「適合 fitnessJ 8 の強さを量的に規定する
ことから、対象全体の関係者造を求める研究を行っている。デザイ





ン問題の構造分析プログラム i RELAT I NJ や rVTCO¥;J 10 の開発そ




都市形態と居住者の「関係Jに着目し、 「適合 fi t」という概念
を示したのはK. リンチである。 良い都市形態についての規経理論
normative theory13 を展開する中で、都市形態を評伍するための
捻標 performance dimension として次の 5つの項目を上げている。
これらの指標は異なる社会文化における都市形態に対しでも一段性
があるものとして提示されている。
表2- 1 都市形成のための規範 (K.Lynch1981) 





























製品デザインの分野での方法に関する研究がみられる。 J• C ・ジ
ョーンズの「デザイン方法論J1 5の研究や L*Bφ アーチャーの





































用いた研究(出原 1966) 22 である。その後、電気かみそりを対象に
した評恒の研究〈広田 j971〉23 や、感想文にもとづいた自転車の評
句研究〈永村、沼田 1971) 24 等の研究がある。




















ーマンーマシン@インターフェイス Humanートiachi ne! nterface 





































フレーム frameJの概念やナイサー(1976)31 、ラメノレハート (19






















































5. 製品の「評価 j と「操作過程」 第 2章 5節
製品と使用者の「かかわり合い J として製品使用の状況を考えて
みると、そこにデザインの問題となりうる 2つの棺があることがわ
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2. 研究の実証性 第 3章 2節
現象の把握とそれについての記述を行おうとする研究には、問題






















































































































































































5) V T Rのカウント番号〈数値の記述〉
1 1'動 2 ~モ::õ 3 ~ト1反応;
~r字通廷の~!i1a)i是正主!本 分析
図3句 4 プロトコル分析の方法概念






















分離すらない。ある意味で、 N. R.ハンソン (11)のいう theory
イadenな観察を、 theoryを顕現させたものとしてのモデルの提案と
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第 4章 複写機の使用と評価に関する研究一事例研究 l
1 .研究の概要 第 4章 1節





















































































































1: 1 1 : 1! 1: 0.707 
1:0.816， 1:1.154 
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5 )評価項目群 (3 6侶の不適合評価変数〉
使用者属性は回答者の「性別J r年齢J r職種」の項目によって
構成した。使用者の意識は複写機の「使い道」についての項目を、




























カテゴリー 度数 % 




















1 0 19才以下 6 2.3 
2. 20才"-'29才 104 39.2 
3. 30才~39才 78 29.4 
4. 40才~49才 27 10.2 
5 0 50才以上 32 12. 1 
欠損(直 18 6.R 
全 (本 265 100.0 
表ト 5 職種別サンプル数と比率
カテゴリー 度数 /。/tJ 
1 .コピー専門オベレーター 2 0.8 
2.事務 153 57.7 
3.営業 15 5.7 
4.管理、統括 12 4.5 
5.技術、設計 21 7.9 
G.企画 4 1.5 
7.デザイン 19 7.2 
8.その他〈 12 4.5 















38.5 102 1 . DT5700R 











































































カテゴリー 度数 % 
1 .メモ、加工用、害式用 45 17.0 
2.保管用 78 29.4 
3.註害等の予備記録用 15 5.7 
4.社内文書用 75 28.3 
5.社外文書用 34 12.8 
6.その他〈 14 5.3 
欠損(直 4 1.5 















20 28 6 30 14 3 102 
19.6 17 .5 5.9 29.4 13.7 2.9 1.0 43.4 
17 25 4 1 5 8 72 
23.6 34.7 5.6 15.3 8.3 11.1 1.4 30.6 
4 21 3 22 8 3 。 61 
6.6 34.4 4.9 36.1 13.1 4.9 0.0 30.0 
41 14. 2 










いて統計的な検討を行うのは次の X2 (カイ自乗〉検定4 である o
X2検定の帰無仮設は、クロス表の各セノレ(表の細胞〉の度数が周
辺度数の積となる、つまり、 「各グループにおける使用目的の比率
はみな等しい J である。周辺度数から求めた期待度数を fe実測度数





























? ??、 、?? ?? ? ??
とすることができる。
X2検定の結果X021直は 18.76である。機種と使用目的の自由度は













度数 文字、図表、 文字、図表 文字.写真 包装、写真 文字だけの 図表だけの
行% 写真の入った 原稿 原稿 原稿 原稿 原稿
機組名 列%
原稿 行合計
関DT5700R 14 35 51 。 102 
13.7 34.3 1.0 1.0 50.0 0.0 43.4 
Af<T40GO 9 27 。 3 2 72 
12.5 37.5 1.4 0.0 45.8 2.8 30.6 
φドT4D30 6 28 。 24 2 61 
9.8 45.9 1.6 0.0 39.5 5.3 26.0 
列合計 29 90 3 108 4 235 




得られた X02 {直は、 7.33である。機種と渡写原稿の自由度は 10で、















1立:怯 l部 2~5 部 6-9部 10-19部 20部以上 欠損植
h% 
Wi組名列% 行合計
趨liT5700R 16 43 10 10 18 102 
15.7 42.2 13.7 9.8 17.6 1.0 43.4 
AFT4060 12 2 12 6 20 。 72 
15.7 30.6 16.7 8.3 27.8 0.0 30.6 
.FT，1030 13 25 2 b 16 。 61 
21. 3 41. 0 3.3 8.2 26.2 0.0 26.0 
子IJ合計 41 90 28 21 54 235 
17.4 38.3 11. 9 8.9 23.0 0.4 100.0 
機種と部数について、部数の異なるグループの比率が機種の遣い
によって異なると言えるかどうかを先の検定と同様に X2検定によっ
て同様に行った。得られた X02値は、 10.1 79である。機種と部数の









接写機使用行動項目 χ1霞 1%水準での有意性 自由度
使用目的 18.76 わ0.01 10 
筏写原稿 7.33 P>0.0 1 10 













































30 譲写機の使用に関する評価 第 4章 3節
































































































( 1 )機器性能(ト1achinePerformance) : MP 
(2)使用者行動(UserBehavior) : U B 

















全機種 DT5700R FT4060 FT4030 
口操作について
操作手li，ijが不明 2.07 1. 86 2. 14 2. 1 G 
表示パネルが不明 2.20 2.08 2.24 2.28 
キーを押したかがよくわからない 1. 99 1. 94 1. 92 2.02 
キーが多い 1. 96 1. 75 2.10 1. 90 
原稿の置き方が不明 2.34 2.20 2.58 2.46 
j王析の間関が発 2.74 2.75 2.88 2.64 
カセットの種類が多い 2.19 2.32 2.09 1. 90 
カセットの間着がやりにくい 3.03 3.55 2.47 2.79 
本などの原稿がおさえにくい 3.84 3.82 3.71 4.05 
原稿そ差し替えるタイミングが不明 2.35 2.40 2.14 2.46 
j→IJ京巧@コピーについて
原稿が的れる危険がある 2.18 2.29 2.1] 2.21 
持ってきた原稿を雪く場所がない 3.58 3.78 3.22 3. Ei7 
経のサイス 0)セット:を間違える 2.40 2.36 2.27 2.49 
十支計七、ソトを間j芝える 2.03 1. 95 2. 14 2.12 
手fτ1中tt.Jふij、i';ナz一、 Eウ:~λ- 3.4号 3.75 3.37 3.41 
中間トーンがうまく出ない 3.29 3.53 3.21 3.07 
コヒーの汚れが呂すーっ 3.53 3.81 3.24 3.54 
口j自宅について
ウォームアップ時間がかかる












オ三(ホが大きい 2.97 2.64 3.00 
設宮に告lJ慢がある 3.04 3.19 2.78 3.16 
駁音が気になる 2.49 2.71 2.33 2.41 
排気沼!誌が不快 2.49 2.51 2.49 2.53 
オ丈休の色彩が合わない 2.49 2.28 2.15 2.29 

























































































































































01 操作手順守冨暗闇'白山ー-------ー パネル表示 --ーーー昨ー 但ー司- 0.64 
02 キーが多い "ーー --白骨時ー---. 操作手1買 掛--ー 町ーー 時ーーーー巴 O. (-i:i 
03 ----岳町時--明白-- パネル表示 噂ーー晶司】笹山--- 0.62 
04 ーーーー町ー尋問ー町ー】 キーが押しにくい ---- 0.46 
05 カセットの種類ーー嶋ー----- 原稿の量き方 'ーーー 自ーー -ー 0.42 
06 ーー蜘ーー ーーー カセットの脱着 一ー -ー-.. 0.42 
07 時晴--ーーー-- 紙のサイズ ーー即由民ーーー -ー- 0.47 
08 ーー'ーー 働ーー 枚数セット ーー--匂事ーーー -ー 0.42 
09 紙のサイズ 同ーー目白骨向ーーーーーー 枚数セット ーー'ー -ー--ーー - 0.57 
10 試しが無駄 ーーーー “ーーーーーー 問ー 中間トーン 事司ーー 巴ー E 命ー -ー 0.45 
1 コピーに汚れ俳 F ーーー 伊ー即時』ー 中間トーン -ー---ーーー苧ー- 0.46 
12 時四ー伽ーー ーーー 持 ウォームアップ時間 苧ー 0.42 
13 複写速度 ，ーーーーーーーーー時ー時ーー コピーの汚れ ーー帥ーー ーーー句 0.46 
14 --伊時ー "ーーーーーーーーー ウォームアップ時間 -- 0.54 
15 紙づまりの取り方-----ー 紙づまりが取れない 骨ー 0.64 
16 縛'時駒田ーー ケガ、ヤケドが恐い -- 0.58 
17 ーーー ーーーー トナーの置く所 ωー ーー -ー 0.41 
18 ケガ、ヤケドが恐いーーー-- 紙づまりが取れない 曲目 0.62 
19 ・ー由民 ガラス、圧板の掃除 -- 0.42 
20 トナー補給ーー----ー動---ー トナーで汚れる ・ー目白ー -ー 0.54 
21 時恥骨ー -------φー ガラス、圧板の掃除 -ー 0.46 
22 トナーの置く所--ーー ーーー ーー ガラス、圧板の揖除 -ー 0.43 
23 ---ーー 申ーーー 本体が大きい 句砂町即時ー -ー- 0.41 
24 -----ーー ーー 設置に市J5良 伊ー勾苧句即時争ー 同ー 0.44 
25 -----件目ーー 本体が汚れる ーー時------ 0.48 
26 設置に告1)G~ --白血ー佐山即時ーーーー 本体力1大き 目伊ーーーーーーー-- 0.70 
27 ーーーー 時ーー -ー--- 色 . -ーーーーーーーーーーーーーーー--- 0.43 
28 即時ー時四--副胆ーーーー 本体が汚れ 時ーー -ー--ーーー- 0.49 
29 
30 
色 排気温 -------目伊白持母砕ー- 0.42 









































3 -3. 評価の枠組み 第 4章 3節 3項
設定した機能要素全体の単純構造を得るためには、全ての機能要





























|国初角棟 複写 環境 )1自序操作 選択操作 障害解除 維持管理
E塁手 性能国子 性能因子 性能因子 性能因子 性能因子 性能因子
評価場呂 ¥ 第一因子 第二因子 第三因子 第四国子 第五因子 第六因子
中間トーンが出ない 0.m84Q 0 0.162 0.110 0.090 0.019 0.153 
コピーの汚れが目立つ 0.103 0.095 0.087 0.126 -0.005 
圧坂でおさえにくい
gt0φ.a4589618 2 5 
0.031 0.009 0.115 0.104 0.186 
ためしが無駄 0.232 0.112 世0.008 0.035 0.231 
原稿を置く場所がない 0.122 0.078 0.096 0.264 0.052 
連写速度が遅い 0.057 0.036 0.280 0.032 0.027 
0.233 0.14.7 0.357 0.155 暢0.165
修理の時間がかかる
90.eJ4292 1 8
0.089 -0.011 珊0.002 0.276 0.267 
ウォームアップ.時間がかかる 0.087 0.066 0.227 0.065 0.117 
圧板の間関が難 0.042 0.102 0.327 0.061 0.225 
設置に制限がある 0.135 
0。‘.守7E9578 1 
0.070 0.146 0.064 0.124. 
本体が大きい 0.030 0ー.027 0.225 0.085 0.027 
本体の汚れを掃除、しにくい 0.232 0.098 0.099 0.154 0.309 
トナーを置く場所がない 0.126 : O~451 0.070 0.102 0.310 0.298 
本体の色彩が合わない 0.106 > :O ~416 0.185 0.112 0.150 0.048 
騒音が気になる 0.267 :OA:08 0.139 -0.078 0.112 0.074 
人が来て短わしい 0.161 D;389 0.102 -0.051 0.082 0.139 
圃ー+ 
表示パネルが不明 0.178 0.081 
lO。80+.-74694T21 4 
0.080 0.125 0.070 
キーが多い -0.012 0.078 0.124 0.169 0.070 
操作手)1慢が不明 0.001 0.041 0.272 0.141 0.114 
キーが押したかどうかよく分からない む.165 0.056 0.078 0.016 0.019 
カセットの種類が多い 0.191 0.117 0.210 O~647 0.146 0.005 
紙のサイズのセットを間違える 0.139 0.147 0.102 0.602 0.131 0.170 
枚数のセットを間違える 0.009 0.208 0.227 0.567 0.123 0.148 
原稿の置き方が不明 0.219 0.046 0.221 0.455 0.025 0.317 
原稿を差し替えるタイミングが不明 0.161 0.158 0.191 0.150 0.326 
紙づまりがとれない 0.207 0.106 0.088 0.119 0.742 0.032 
紙づまりの取り方が不明 0.075 0.091 0.244 0.143 0.731 0.129 
ケガ、ヤケドがこわい 0.163 0.170 0.122 0.096 0;681 0.304 
トナー補給がやりにくい 0.132 0.106 0.096 0.206 0.082 0.660 
圧板、ガラスの掃除方法が不明 0.121 0.129 0.152 0.045 0.229 0.591 
トナーで汚れる 0.290 0.200 -0.060 0.082 0.133 O~551 
国有値 8.910 2.027 1.580 1.427 1.128 0.989 
寄与率 48.8 11. 1 8.7 7.8 6.2 5.4 

































































































rヒューズがとぶ」が第 8因子にそれぞれ O.旬、 0.41の負荷量を持





















??? ? ? ? ?? ? 」? ↑? ?? ?? ↓?? ???↑? ?? ??
???






















































































「操作」に関するこれら 2つの因子は、 「わかりやすさ J に関す
る記述によって表現されている評価項目によって説明されている。




おける「かかわり合い J の中でも加工を伴う「操作J は使用者の思




































































































1 )機械と人間の fかかわり合い Jの物理的機能要因
2 )機械と人間の「かかわり合い Jの行動的機能要因
3 )機械と人間の「かかわり合い J の知的機能要因










































*7 安田三郎 海野道郎 「社会統計学J丸善1977 等を参照
将 飽戸弘、鈴木お久他 「経済心理学」 朝倉書活1982
pp.42 ;相関係数と因子分析を参照
*9 奥野忠一他 「多変数解析法J (改訂版〉日科技連1982
pp.323-372などを参照、
本10奥野忠一 前掲書 pp.326; 探索的因子分析
自 119-
本1 佐藤啓一著 須永岡リ司嬬 「マン。マシン@インターブヱイス






第 5章 複写機の操作過程に関する研究一事例研究 2









































































































































































































2. J順序操作過程の研究 第 5章 2節





( 1 ) 複写紙サイズの設定
( 2 ) 濃度の設定
( 3 ) 写真ファイン。モードの設定
( 4 ) 複写の実行































































































































































































































































































































( .A_ ) カウント 2803、2804rこれか、もう 1度モードを押すと@
。J である。ここで使用者が押しているのはインテリジェント機
能のモード表示の下にあるコミュニケーション@キーである。 2800
で読んだマニュア)~ ~こ見られた r .A_ Eモード J、 「マニュア)~濃度
















( c ) マニュアルの記述の上では類似しているが、実際の機能の
上では無関係であることによる操作の不適合は、第 3段階の写真フ
ァイン@モードの設定の過程にもみることができる。
2865 r (写真モードキーを見つけて〉これだJ そして2865rこれ
が写真モードね J そして2866rこれを搾してJ と発話して、写真キ



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3. 選択操作過程の研究 第 5章 3節



























? ， ABC 1 ABC 
ヨコ '00ぅ，
図5-8 縦横変倍機能の解説のマニュア)~内容
? ?? ? ????
縦横変倍機能の操作のセッションで分析の対象としたのは、イン
テリジェント機能を使用する状況であり、インテリジェント機能の





ミュニケーション φ キーJ、 〈右から CMキー 1、 CMキー 2 • • 
. . C 1¥1キ-6と呼ぶことにする〉ディスプレイは「コミュニケー
ション。ディスプレイ J と呼ばれている。この「コミュニケーシヨ
























( 1 )コミュニケーシヨン@キーの右端を 2回押すと「タテ@ヨコ
」と表示がでる。: r選択」操作
( 2) rタテ@ヨコ J表示を押すとメッセージが出る。: r選定J
土品 Iた
」ス亡 {γ 
( 3) rシティ?J を押すとメッセージが出て
(4) rRX % RY %Jという表示になる。
( 5 )点滅している下綾部分にチン@キーで数値を入れる。: r設
定」操作
( 6 )数字を入れたら、テン@キーの中の「氷〈アスタリスク)J 
キーを押すと数値が決まる。: r確定」操作
( 7 )点滅が Yの方に移って、同様に数値を決定する。: r設定J
「確定J操作
(8) x. Yの数値が決定したら、表示された OKの下のキーを
押す。: r第 2の確定J操作

























巳:;三1t F.~:ii___~~ E~PC:t< 
と二二二コζ二二コ亡二二コ亡二二コ亡二二コC二二二コ
~ 
















e 5 .rj.'‘で;欠グコ去示:ニ~t:i- ，)三マ。
ー・ /r\ 'l':'''口 F 百十~.・:-!":.=. -~ー〈一~てニー-rν)l.!と七、 -':-5I;;J<"'; 'O~正月、ご子、 ~ ，. 
@ンテイエユーを押してくタテ/ヨコ独立自主E交
「血』四一四ーー【『
fきニ-h.~、;ç. :~:p ，士十ムー":::1t¥.._ o- 山























"，一一一一ー 一o.:i. .三 . 二itJ 巳 J.










た。この操作セッションは、 i ( 1)横〈左右方向〉倍率の設定〈数値
































3402 r主主将雪の変形措定、 えー 」
3403 B {タチヨコ REナシを指し、芝、にその下のCMキ-'1.0・5を
押す}
3404 rおっ J (AがBの操作に答えて〉
























倍率の数値を入力、 3423 B rちがいます」




3426 B {5 0 %、 200%プ 1)セット・キーを押し入力しようと
ずる} (プリセット投作の領域〉
3429 . r遣う、これは押さないほうがいいんだよなJ



















3455 B rまた、こっちを変えなければいけないでしょ J (Y斡の
{直そ〉
















3470 i 1 7 5のJ {数値をテン・キーから入れている。}
B rそれから、これからどうなるのJ
{ 1 7 5が入った後どうなるのというイミ}
入「それでJ
3473 A iいや、それで、こう押して、なっJ
r 6 0を入れるJ {1 7 5と60を連続して入力}
{560と表示される}
3475 rあーっ、なん、なんだ、もう一度押してJ




3479 r 1 7 5の」
「ここだな」










































































コミュニケーション@キーのno.1) J れを押すんだ (CMキー 1
にそのことが示されている。
C 1¥1キ-1を2白押すことによってディスプレイに表示さ




にそのこと〈操作パネルの右僚を指きして〉p~ Aマえ中λ?、す 1 j夫 jl力、/。、 "'.1崎、 J
が示されている。
いのか、
C IvIキ-1を押すことによってコミュニケーション令ヂィ( C ) 
再ひ、 CMキー 1を押す該当する表示を見いだした後、スプレイ iこ、








が表示されて、Bi¥CKJ • Q/. /0 .%RY. 
いる。
























( B ) ところが、数字を指定する方法を見い出すことが廷しいの
である。データからは、 4F霊安更の試行がみられる c




























































もう 1度入力し直した RXの数値 r175Jに続いて、 RYの数値「
-155-
GOJ を入力する。結果として、入力した数値がそのまま RXに繰り
込まれて表示は I 560 J になってしまう。 3470から 3475Iあーなん
なん、なんだJのプロトコル φデータにこの推移が禾されている。
もう l度 1回目と同様のやり方で今度は、 RX I 17むを入力し

































































































4. 副次的結言一操作の位置性と階層性 第 5章4節























































































































〈パーソナル〉コンビュータ VICTOR HC-7 
2、作画ソフト TINV JOV GRAPH VICTOR HC-7 に装備
3、ディスプレイ VICTOR AV-門T21
4，、テレビ φ プリンター 門ITSUBISH SCT-P50 
5、ビデオカメラ VICTOR GZ-55 






V I DEO CA行ERA
図fj-1 作画ソフト遂行過程の記録の実験状況
-167向






















































































































































































第 I、 2項、:震源の確保や周辺装置の指定 insta 1 
階層 2 :メニューの関と関
















































てはそこでの認識対象の「世界 worJdJ * 1であるといえる。階層
を出入りするということは lつの世界を出てまた別の世界ヘ移ると




























3。作画過程の対話性 第 6章 3節
















































































































































































































( B ) 0754ではマニュアルの解説を読みながら Lキーが直線を引
くことと関係していることをまず知識としている。すなわち、 0754
fただ線を引きたいときは。.. . ..ラインでしょう?Jである。
( c ) 続いて始点設定の必要性を理解し〈マニュアルから〉まず
Sキー〈始点設定キー〉をキーボードに探し発見する。その過程が


















































leve I 3 .作恋表現のロでのまま密と表示の r Jj~きそ主 J
イメージ











































!25:< -12f，C. !2!'lO 
































































































( 1) {やる}A、 Dを速やかに実行できるようにする。
( 2) {みる} B、 Eの表現を理解しやすい表現にする。
( 3) {やる}一{みる}A -B、 D-E間を短時間で処理する。
( 4) {みる}一{みる} B -E簡の変容を使用者に理解可能なも
のにする。





























































( 1 ) コンビュータを使用した表現行為を、使用者の思考と行動
と製品機能としての表示を包含した、全体的過程として捉えること。

























本1 r世界的r 1 d Jという概念、は 2次元や 3次元の CG Computer 
Graphicsや CAD Computer Aided Designの制御可能領域を
指す意味で用いられている。たとえば、 M 1 Tで開発したグラ
ブイツク@プログラム [LOGOJでは、その領域を rturtle
worldJ と呼んでいる。
ま2 渡辺一郎他著 「コンピュータ用語辞典」 富士書房1978


















































































































































































3. 知的かかわり合いの特性 第 7章 3節
事例研究の 2ではデザ、インの問題領域として操作過程に着目し、
























かかわり かかわり かかわり かかわり合いの
合いの領域 合いの種類 合いの機能 目的








































そこでは、使用者の「やってJ 一「みてJ 一「わかる」、 「わか


































































































*1 須永間司 「インターフェイス@デザインの方法J 雑誌「デ
ザイン学研究 no.35J pp.11か 17 日本デザイン学会 1981 
幻 佐藤啓一著 須永剛司編 「マン。マシン@インターブヱイス
に関する研究J雑誌[1 D Forum no.3J pp.3-6 日本デザ、イン
学会 1D部会 1985 
機械と人間の関係を「対話 DialogueJ として捉え、 3種類の
「対話Jについて理論的に述べたのは佐藤である。すなわち第
1種の対話 Physical Dialogue (物理的@生理的対話〉、第2
種の対話8ehavioral Dialogue (心理的@生理的対話〉、第3
権 IntellectualDialogue (推測的 φ 知的対話〉の 3種であ
る。




























































































































身体の「存在J と「運動 J に加えて、製品の形を規定するもう l
つの要因に着目しなければならない。それが身体〈考えることや意
識をも含めた人間の全体、つまり、主体的存在という意味での身体〉












































































































主2 Roger C.Shank "The Cognitive Computer" .Addisonn回 Wesley
Publ ishing Company， INC. 1984 





















































































































































----品...1 三三与二 J 川 、トヴ - '/ ~Ij 小、ハ/ '- J 






















































































































































































































る。むしろ、 「もつこと J のために生きているという状況が生まれ
ているといっても過言ではない。
このような状況の中において、 「かかわり合い J を価値の適合と
して捉える視点、を見いだすことができる。そこには、 「かかわり合
いJの101直として「もつこと J と「あること」があり、われわれが
「あること Jのための「かかわり合い J をデザインするという大き
な課題を見いだすことが出来る。
つまり、われわれのっくり出す、人工物がわれわれ自身と接する














*2 田山修一 「アイコンデザイン意味内容統合化研究〈その 1) 
ーアイコンの開発とその体系化 -J 雑誌「デ、ザイン学研究
no.55 J pp.91 日本デザイン学会 1986 
アイコン φ デザインには図形と意味の体系付られた文法が必要
である。田山はその階層的構造化を試みている。











*4 G. ベイトソン 前掲書 pp.140 ;岩石と生物を比較すること
からベイトソンは変化を受け付けることとして「精神J の定義
を試みている。
お 出原栄一 議演「情報技術における図形の役割」 日米ジョイ
ント e シンボジュウム 「インフォメーション。コンビュータ
&デザイン J 1984 
-234-
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INE: Philosophical Aspects of ArtificiaJ Intelligence" 
El1is Horwood Limited 1984 
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キーを押したかどうかよくわからない・.. . . . . . . . . . .1 
(キーが押しにくい)


































































































イ.紙づまりになると取り除く手JI買がわかりにくい.. . . . 1 
ロ.つまった紙がなかなか取りづらしい・














































































イ.ついつい被写してしまい書類等がけっこう.. . . . . . . . 1
増えてしまう
口。電気をくうのでヒユースがとぶことがあり図る.. . . . 1 
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日程 使用機能 使用者人数 テープ番号 カウント番号
第 1臼 等倍 no. 1 1959-2058 
ネガボジ 3 2151-2366 
ネガボジ 3 2379-2518 
第 2日 写真 2 no.2 470-631 
拡大縮小 2 631ω711 
拡大縮小 2 711叫 883
万クすιてイi立口 2 883-985 
変倍 2 985-1263 
変倍 2 1958-2078 
等倍 2961-2975 
等{音 2 3203-3250 
写真 3936-3945 
拡大縮小 3 4013-4054 
等倍 1 4060-4089 
第 3日 写真、拡大縮小 3 no.3 18-164 
変倍 3 164-303 
等倍 2 303-361 




拡大縮小 1 1071-1155 
写真 2 1174-1300 





日程 使用機能 使用者人数 テープ番号 カウント番号
等倍 2260-2268 
ネガボジ 1 2275日 2286
写真 1 2298-2539 
写真 2 3139-3167 
変倍 2 3167-3187 
変倍 3 3197-3325 




等{音 1 3602-3641 
等倍 2 3698-3876 
ネガボジ、拡大縮小 4 3876-3894 
刀会k主~1立口 4 3894-3930 
等{吉 3934-3943 
ネガボジ、変倍 2 3943-4020 
等倍 l 4020-4028 
ネガボジ 4037-4044 
メモずデ~1マ口.，. 4046-4055 
等{音 3 4115-4264 
ネガボジ 3 4264-4284 




写真 2 2767-2793 
写真 2818-2990 
拡大縮小 3 3589-3636 
拡大縮小 2 3730-3748 
-262-
日程 使用機能 使用者人数 テープ番号 カウント番号
等倍 4243-4249 
第 5日 等倍 l no.5 201-213 
等倍 1 370-448 
等倍 1299-1313 
写真 1 1538-1562 
等倍 2040-2051 
第 6臼 等倍 1 3324-3334 
拡大縮小 2 3572-3630 




第 7日 写真 3 no.6 1-307 
拡大縮小 2 1643-1791 
等倍 1911-1951 
拡大縮小 2021-2044 
拡大縮小 1 2186-2220 
拡大縮小、写真 l 2434-2466 
拡大縮小 2466-2498 
等倍 2506-2512 




使用者 2人以上 3 2人
合計 7 9ノ¥
変倍機能使用 8 
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0008 (ディスプレイの pm~ER SW 1 TCHを押す)




0020 rこれで(パソコンの)パワー・スイッチを捜す。. .あれっ.J 













0074 rひえー どうして最初から(できないんだろう)J 























0186 i 2の Q .0 o 4# .選ぷJ
0190 [キ一。ボード上をながめる)










0248 rby victor company . e .。違うなあJ
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準課題 被験者番号23 被験者番号24 被験者番号25
の不適合 の不適合 の不適合
Lディスプレイ *深くスイッチを押さなかっ *OK。 *押したが適当なフィードパッ
の電源を入れ たo 2度目に押してカチッ クがなくてONかどうかわか
心。 という音で確認申 ∞15 らない。 怨25
2.パソコンの電 *キーボード上を援す。∞26 *DELキー を指す。 1733 *キーボード上を捜す。 怨31
涙を入れる。
*ランプの所に手で影を作り *窃かないとできない。 1735 *パワーのランプを押す。
下の DELキーを押す。∞34 怨34
臨む *STOPキー 。 包35
* DEL， lNS， C1ぷHO氾キーを押
cヰVー世 ∞43 *ロor.キーをZ度押す。 怨a
*立OPキー を押す三 ∞50 *右側面を援す。 包41
*キーボードの左右側面を見 *右のグレー e キーを透当に押
匂-デ。 ∞56 す。 お36
氷コードがつながってるかど *陥.;ERランプの近くのキーを
効活乱 ∞59 押すτ 忽5)
持〈再関EL，INS， CLS Hm官キー *限必Rswrc百はこの上だけで
を揮宇品 ∞74 すよ才~ ZおO
水釘OP:BS(グレー〉キーコ 米自のギー を押すー 。 Zおs-
010r 
*FL""""F5のアァングショ ネ側面を援す。 2溺













?????、? *2キー。 1768 I *どうやるんですか。
*2キーを押す。 0194 1 * (1 Jにある時にSELECT引*GRAPHキー 。 友病
を押す。 1780 
*F2キー。 oml 1*白いキー 。 反氾7
*カーソノレ.[1.0 1792 
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ヰく肥?山Nキー 。 おお I*SELEロキー 。 18Cぉ 1*スペース G キー 。 お70

































7.カーソルを勤 1*主力カーソルと補助カーソ 1*カーソノレを線分の靖にセッ 1*スピードの方城がわからない
かす。 Iル竹く近くにあると見にくい! トしにくい。 1 32ω 
OS97 I (見にくくて学問しにくい) 1* xと+が民主して廷認できな





カゅにくい。) 留701 沼環 お4
8.始点、の設定 I*xと+が重なったのにSキ I*LキーとSキーの押しまち 1*移動がわからない(一筆活き














































12.取り消し授 *円の上半分を消そうとする *閉塞いをやりなおしたい *治すのは出来ませんか。教え
作 1~到 お訂 てもらわないと留ります。
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「面白いJ
2312 iどう面白い?J 08. +;~コ
「こんなに描けるとは思わなかったJ
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3307 í~ì えいえ、私は今ラインを出したい J
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4233 I面白かったJ

























ったが、 L. V. ベルタランフィーの一般システム理論と N. ウィ
ーナーのサイパネディクスの思想から、少なからず影響を受けてい
る。その意味でも「かかわり合い J の研究を、さらにデザイン全体
の理論的な研究へ拡大してゆくのが今後の研究の目標である。
この「適合J が、確かに問題として存在していることを自覚した
ことが、ここで行ったデ、ザイン研究の起点となっている。
デザインの研究を成り立たせるためには、その問題を記述する「
方法J と、記述された問題を一般化するための「概念J を学ぶこと
回 303・
が重要である。それらを学ぶことができたのは、筑波大学大学院の
修士、博士課程での多くの授業とゼミ、そして事例研究の蓄積から
である。
また、研究を展開してゆくことの試行錯誤の援勝味と、それを論
文として構築してゆくことの楽しさの、両方を感じられるようにな
ったことも、デザインの研究を遂行する上で、私にとっては大事な
要因であった。
デザインの実践の体験を経て、研究というものの第 1歩を始める
までには、数えきれないほどの多くの方々から、研究というものに
対する姿勢を筆頭に、数えきれないほど多くのことを学んだ。
デザ、インを最初に学んだ多摩美術大学の諸先生方、実務の場を与
えて頂いた GKインダストリアル@デザイン研究所とそのクライア
ントの方々、筑波大学では、社会工学系、心理学系、哲学思想系の、
諸先生方に、そして芸術学系の全ての先生方に御指導を頂くことが
出来たことを感謝し、ここに、深謝の意を表するものである。
工業製品のデザインの問題を、産業社会の文化や技術までを含ん
だ広範な要因との関連の中で考える視点を教わり、論文で扱ってき
た研究の場を設け、そして、はかどらない論文の執筆を、数多くの
議論の中で終始支えて頂いたのは、私の指導教官である吉岡道隆先
生である。
あらためて、先生の寛厳なる指導に感謝するものである。
最後に、デザインの問題を研究の場で扱うことが出来ることを助
言し、ウィーナーの思想を紹介し、学問の創造的な営みを私に直接
に教えてくれたのが、私の第二の父である故石川中であったことと、
六祖@芸能の旗の話を最初に聞かせてくれたのが父、須永静清であ
ったことをここに記しておくこととする。
-304-
